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河内長野市では、2024 年 12 月に東京大学先端科学技術研究センター（以下、東大先端研）と

締結した連携協定に基づき、教育や産業など幅広い分野での連携を進めています。 

その一環として今年度、府立長野高校の生徒と東大先端研の教員・学生がともに学び、考える

ワークショップ形式の授業を開催します。テーマは「大阪・関西万博」。科学技術や国際文化に

触れながら、地元・河内長野市の未来について探究していきます。 

 

【ワークショップ概要】   

- 対象：府立長野高校の生徒有志 １９名 

- 講師：東京大学先端科学技術研究センター 三村秀和教授（河内長野市出身）   

- 日程：2025 年 6 月〜8月（全 4回）  ※第 1回：6月 13 日（金）14:00〜（約 3時間）   

- 会場：府立長野高校（第 4回はキックスイベントホール）   

- 内容： 4～5 人の少人数グループそれぞれに東大生が 1 名ついて、大阪・関西万博「いのち輝

く未来社会のデザイン」を題材に、科学・技術・国際文化を学び、地域の未来を考える 

     

【事業のねらい】   

東京大学という世界トップレベルの教育機関と、地元高校の連携によって、府立長野高校の魅

力向上を図るとともに、その波及効果として入学希望者の増加や市全体のブランド力向上につな

げていくことを目的としています。 

 高校生にとっては、東大で実践されている「答えのない学び」の面白さを地元で体感できる貴

重な機会であり、東大生のサポートのもと、内容や学び方も自ら考えるスタイルを体験すること

で主体性や創造力が育まれます。 

 

 

 

 

 

 

東京大学先端研と地元高校がタッグ！ 
万博を学び、未来を描くワークショップを開催 

【問い合わせ】 

河内長野市成長戦略局営業部公民連携課 

公民連携デスクグループ （電話：0721-53-1111） 



 

 東京大学先端科学技術研究センター 三村秀和教授のご紹介 

原子レベルの超精密加工と X 線光学を専門に研究されており、最

近は、加工技術の自動化や環境に配慮したプロセス開発にも注力

しています。 

河内長野市のまちづくりに関しては今回の取り組みのほか、専門

分野を生かした地場産業の振興にもご尽力いただいております。

また、総合計画審議会の委員として河内長野市第６次総合計画の

策定にも携わっていただいています。 


